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担当者名    課長 鷹野 美香 

連 絡 先      055-223-1755 (内線 8200) 

山梨県教育委員会  

令和５年度 第 1 回山梨県立学校いじめ問題対策委員会の開催について 

令和５年度 第１回山梨県立学校いじめ問題対策委員会 

 

１ 目 的  「山梨県いじめ防止対策推進法施行条例」に基づき、いじめ防止等のための対策に

ついて、調査審議するための県の組織として「山梨県立学校いじめ問題対策委員会」

を設置・開催し、いじめの早期発見・早期対応、関係機関との連携を図る。 

 

２ 日 時  令和５年７月２８日（金）午後２時００分から 

 

３ 場 所  山梨県庁防災新館３階 教育委員会室 

甲府市丸の内一丁目６－１ 

 

４ 参加者  大学教授、県立学校校長会代表、弁護士、スクールカウンセラー、 

スクールソーシャルワーカー、警察関係者、関係行政機関職員 等 

 

５ 主な内容 

（１） 協議事項 

① いじめ防止等に関する県の取組について 

② 本県（県立学校）のいじめの現状について 

・第１回いじめに関する実態調査の状況Ａ（概要） 

・第１回いじめに関する実態調査の状況Ｂ（個別の状況） 

③ いじめ防止等に関する各機関や団体との連携について 

④ その他 

（２） 連絡事項 

① 諸連絡 

 

  ※ 取材については、個人情報が含まれるため「（１）協議事項、②本県のいじめの現状に

ついて、実態調査の状況Ａ（概要）」までとさせていただきます。 

 
担当者 特別支援教育・児童生徒支援課 

   児童生徒支援担当  小澤幸生 

電話 055-223-1789(内線 8383) 
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名 
令和５年度第１回いじめ実態調査報告等について 

経 
 
 
 
緯 

 
○「いじめ防止対策推進法」（H25.9）の規定に基づき「山梨県いじめの防
止等のための基本的な方針」策定（H26.3）（H30.9改訂）。「山梨県いじ
め防止対策推進法施行条例」施行（H26.4）。 

○上記条例に基づき、いじめ防止等のための対策について、調査審議するた
めの県の組織として「山梨県立学校いじめ問題対策委員会」を設置。 

○当該方針に基づき、いじめの早期発見のため、定期的なアンケート調査等
を実施し、いじめを訴えやすい体制整備とその早期対応を図っている。 

 

内 

 

 

 

容 

 

○第１回「いじめに関する実態調査」の状況 

 
１ 調査対象 公立高等学校・特別支援学校４８校（回答４８校） 

 

２ 調査期間 令和５年４月１日～６月３０日 

 

３ 認知件数 ６２件（６９件） ※以下、（  ）内は前年度第１回 

 

４ 重大事態  ０件（ ０件） 

 

５ いじめの態様（上位項目 複数回答） 

  「冷やかしやからかい等」３３件［４３．４％］（48 件［56.5％］） 

  「仲間はずれ、無視」  １５件［１９．７％］（ 9 件［10.6％］） 

  「ＰＣ等で、誹謗中傷」  ８件［１０．５％］（16 件［18.8％］） 
  ⇒「冷やかしやからかい等」「ＰＣ等で、誹謗中傷」の割合が減った 

一方、ＳＮＳを含む「仲間はずれ、無視」が増加 

 

６ いじめ発見のきっかけ（上位項目） 

  「アンケート調査など」 ４３件［６９．４％］（37 件［53.6％］） 

  「本人からの訴え」    ８件［１２．９％］（22 件［31.9％］） 

  「本人の保護者からの訴え」４件［ ６．５％］（ 2 件［ 2.9％］） 

  ⇒本人や周りの生徒がアンケートで知らせるケースが増加 

 

７ 現在の状況 

  新規認知件数 ５７件、前回（Ｒ４年度第３回）調査から継続 ５件 

 
８ 前回（Ｒ４年度第３回）調査からの状況 

前回取組中事案 ４６件 

６月末までに解消された件数 ３９件  解消率８４．８％ 

  （継続５件、その他２件） 

 

※この結果に関わらず、いじめの動向については引き続き注視していく。 

 

 



調査対象＝公立高等学校35校（定時制・通信制も1校とカウント）・特別支援学校13校（回答４８校）　

第1回調査期間＝4/1～ 6/30　（第2回調査期間＝7/1～10/31、第3回調査期間＝11/1～2/29）

1

2

3

番号 態様 件数 割合 件数 割合

① 冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる 33 43.4% 48 56.5%

② 仲間はずれ、集団による無視をされる 15 19.7% 9 10.6%

③ 軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする 7 9.2% 2 2.4%

④ ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする 0 0.0% 1 1.2%

⑤ 金品をたかられる 1 1.3% 0 0.0%

⑥ 金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする 2 2.6% 0 0.0%

⑦ 嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする 3 3.9% 4 4.7%

⑧ パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷やいやなことをされる 8 10.5% 16 18.8%

⑨ その他 7 9.2% 5 5.9%

76 85

　第１回「いじめの態様」割合

令和５年度「第１回いじめに関する実態調査」の状況Ａ（概要」）

R５年度（速報値） 昨年度同期

第１回７月 R４ 第１回７月

いじめの認知件数 62件 69件

第１回７月 第１回７月

いじめ重大事態の件数 0件 0件

いじめの態様（複数回答） 第１回７月 第１回７月

① 冷やかしや

からかい

43.4%

② 仲間はずれ、集団無視

19.7%

③ 軽くぶつかられたり

9.2%

⑤ 金品をたかられる

1.3%

⑥ 金品を隠されたり

2.6%

⑦ 嫌なことや

恥ずかしいこと

3.9%

⑧ パソコンや

携帯電話等

10.5%

⑨ その他

9.2%



4 いじめ発見のきっかけ

番号 きっかけ 件数 割合 件数 割合

① 学級担任が発見 3 4.8% 3 4.3%

② 学級担任以外の教職員が発見 2 3.2% 1 1.4%

③ 養護教諭が発見 0 0.0% 0 0.0%

④ スクールカウンセラー等の外部の相談員が発見 0 0.0% 1 1.4%

⑤ アンケート調査などの学校の取り組みにより発見 43 69.4% 37 53.6%

⑥ 本人からの訴え 8 12.9% 22 31.9%

⑦ 当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え 4 6.5% 2 2.9%

⑧ 児童生徒（本人を除く）からの情報 2 3.2% 1 1.4%

⑨ 保護者（本人の保護者を除く）からの情報 0 0.0% 0 0.0%

⑩ 地域の住民からの情報 0 0.0% 0 0.0%

⑪ 学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの情報 0 0.0% 2 2.9%

⑫ その他（匿名による情報など） 0 0.0% 0 0.0%

62 69

　第１回「いじめ発見のきっかけ」割合

第１回７月 R４ 第１回７月

① 学級担任が発見

4.8%

② 学級担任以外

3.2%

⑤ アンケート調査

など

69.4%

⑥ 本人からの訴え

12.9%

⑦ 当該児童生徒

の保護者

6.5%

⑧ 児童生徒（本人を除く）

3.2%



5 今回調査の状況

番号 状況 件数 割合 件数 割合

① 新規（前回報告なし） 57 91.9% 64 92.8%

② 前回から継続 5 8.1% 5 7.2%

62 69

　第１回「新規・継続」割合

6 Ｒ５．３月調査～現在（6月末）の状況（解消に向けて取組中：４６件）

番号 状況 件数 割合

① 解消している 39 84.8%

② 解消に向けて取組中 5 10.9%

③ その他 2 4.3%

46

　　　　　「現在の状況」第１回･第２回・第３回　比較Ｒ５．３月調査結果～「現在の状況」割合

第１回７月 R４ 第１回７月

① 新規（前回報告なし）,

92.8%

② 前回から継続, 

7.2%

① 解消している, 84.8%

② 解消に向け

て取組中, 

10.9%

③ その他, 4.3%


